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月
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生
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52

誠
実
に
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た
む
き
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直
に
。

私
の
原
点
は
、ク
リ
ー
ン
で
透
明
性
の
あ
る
政
治
活
動
で
す
。こ
れ
ま

で一貫
し
て
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
せ
ず
、小
口
の
個
人
献
金

を
中
心
に
政
治
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、正
確
な
政
治
資
金
収
支
報

告
書
の
記
載
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
後
も
こ
う
し
た
姿
勢
を

貫
き
、誠
実
に
、ひ
た
む
き
に
、実
直
に
一
つ
一
つ
成
果
を
出
す
た
め
の

政
治
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

四
期
目
は
、農
林
水
産
副
大
臣
と
し
て
、農
業
の
憲
法
と
い
わ
れ
る

「
食
料・農
業・農
村
基
本
法
」の
２５
年
ぶ
り
の
大
改
正
を
始
め
、そ
の

他
５
本
の
法
律
案
の
策
定
、党
内
調
整
、衆
参
両
議
院
で
の
答
弁
を
行

い
、法
案
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

政
治
家
の
究
極
の
使
命
は
、国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
重
要
施
設
周
辺
の
土
地
取
得
を
規
制
す
る「
重
要
土
地
等

調
査
法
」の
成
立
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、今
後
も
自
然
災

害
や
国
防
、経
済
安
全
保
障
上
の
脅
威
な
ど
様
々
な
リ
ス
ク
を
抑
え
、

強
い
国
を
作
る
た
め
の
取
り
組
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、私
は
こ
れ
ま
で
、公
認
会
計
士
と
し
て
の
実
務
経
験
を
生
か
し

て
、中
小
企
業
政
策
、金
融
政
策
、税
制
改
正
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
。今
後
も
実
務
家
と
し
て
の
視
点
か
ら
、長
年
の
デ
フ
レ
か
ら

完
全
に
脱
却
し
、強
い
経
済
を
取
り
戻
す
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

様々な施策を着実に進めることができました。

賃 上 げ
●中小企業３%以上、大企業５%以上
　さらに実感できる賃金へ
●最低賃金最大の値上げ

成長戦略
●半導体メーカー国内誘致
●オーストラリアと水素供給網立上げ
●次世代型原発の推進

経済安保
●半導体・医薬品等、重要物資の
　サプライチェーン強化
●セキュリティクリアランス制度導入

物価対策
●電気、ガスの補助
●ガソリン代補助
●小麦の政府売渡価格抑制

危機管理
●スーダンから邦人救出
●危機管理庁設置
●迅速な激甚災害指定

子育支援
●返却不要の奨学金の拡大
●出産一時金50万円に
●130万円の壁突破

防 衛 力
●防衛費GDP比２％へ
●反撃能力やサイバー対策強化
●台湾有事強化
●英国・豪州との準軍事同盟　

定額減税●所得税3万円、住民税1万円
●扶養者も1人毎同額の減税

新NISA
●貯蓄から投資へ
●非課税期間を無期限に
●非課税投資枠の拡大

パフォーマンスではない、実務家としての政治家を目指し、さらなる取り組みを進めます。
●政治の信頼を取り戻すために
政治資金規正法を改正、不透明である「政策活
動費」の内容を全面的に開示。国会議員の文書
交通費を全面的に開示。

●外交力・防衛力の強化
欧米よりも遥かに厳しい安全保障環境を認識
し、対処能力を向上。日米関係を基軸に、確固
とした安全保障体制を構築。

●農業・食料安全保障の強化
限りある農地を守るため、中山間直接支払制
度、多面的機能直接支払制度、環境直接支払
制度を強化。

●防災力の強化・国土の保全
復興庁について、『復興庁設置法』を改正し全
国各地の災害復興を担う組織へ強化、予算・人
員を大幅に増大。

●国力を強化する産業政策
小規模企業・中小企業の投資促進税制、賃上げ
促進強化。デフレ完全脱却のため価格転嫁Ｇ
メン、価格転嫁強化月間を強化。

●医療・介護・福祉・少子化対策
ビッグデータによる医療の見える化、介護の充
実を進め、心と体の健康大国を目指す。待機児
童減少の取り組みを加速。

●人材力の強化
35人学級を着実に実施し、1人1台の学習者用
PCと高速ネットワーク環境などを整備する
「GIGAスクール構想」を早期に実現。

●人権／消費者問題／動物愛護
人権侵害に対処するためプロバイダ責任制限
法の運用状況を検証。悪質商法対策強化。「動
物愛護管理法改正法」を着実に実施。

●エネルギー供給・経済安全保障の強化
洋上風力発電や次世代太陽光発電等の再エネ
を最大限普及促進、水素の利活用円滑化でコ
スト低減、蓄電池の産業戦略を策定。

●環 境
琵琶湖再生法制定後の環境保全施策を強化。
「プラスチック資源循環促進法」に基づきプラ
スチックのリサイクルの高度化を促進。

●地域のインフラ建設を加速化
次期国土強靭化中期実施計画を策定し、湖南・
甲賀地域の渋滞解消及び安全対策、河川の防
災対策を推進。

●夢と希望が持てる滋賀県に
大学や企業と連携して滋賀県を次世代の半導
体、水環境、バイオ、宇宙開発の一大拠点に。滋
賀県産の農産物の価値を向上。
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● 衆議院議員 四期
● 農林水産副大臣 
● 公認会計士

● 国際公認投資アナリスト（CIIA○R）
● 農業経営アドバイザー
    （日本政策金融公庫大津支店）

昭和47年1月21日 草津生まれ草津育ち。 祖父の本家は栗東市林。 
草津第二小学校・草津中学校・大谷高校・慶應義塾大学卒業。
平成 6 年 衆議院議員政策担当秘書
 児童虐待防止法、ＮＰＯ促進法などの法案策定
平成15年 公認会計士として民間企業、自治体の監査
平成24年 自民党公認で衆議員選挙初当選
平成28年 内閣府大臣政務官（第３次安倍第２次改造内閣）
令和 2 年 自由民主党副幹事長
令和 5 年 農林水産副大臣
令和 6 年 農林水産副大臣に再任
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